
ズーム事業所説明会を行いました 
 コロナ禍で学習会ができない時からズームを使って事業所説明会をしてきました。7 月 6 日には三回目と

なる、ズーム事業所説明会を行いました。今回の参加者は 17 名と、少しずつですが参加人数も増えていま

す。児童デイの職員の方、小、中学生の保護者、高等部保護者そしてＣＣＳ保護者の方にも参加していただけ

ました。支援員が作成した、活動の様子動画の後、施設長から、チャレンジキャンパスさっぽろの活動につい

てお話させていただきました。その後の質疑の中での小、中の保護者の皆さんからのご質問には、ＣＣＳ保護

者の皆さんから、経験に基づく貴重なお話があり、質問された方々に大きな励ましになったようです。 

私たちがチャレンジキャンパスさっぽろを開設しようと思ったのは、障がいの無い方々に保障されている

教育期間を、障がいがあるからこそ私達の子どもたちにも保障してほしいということからでした。そして 12

年を経て、利用していただいた方々が本当に大きく変わって成長していく姿をみてきました。 

この学ぶ期間の大切さをＣＣＳ保護者の皆さんが語ってくださったことに、大変励まされました。終了後、参

加されたＣＣＳ保護者の方からラインでいただいた文章をご紹介します。 

 

事業所説明会感想（CCSの保護者より） 

 
説明会ありがとうございました。 

チャレンジに入る前からたくさん伺ってるしもう私わかってます！とか思っていましたが全然感じ方が違

いました。 

小中高校生のお母さんが「どのくらいのことができたら通えますか？」「うちの子行けますか？」って思う気

持ちがとてもよくわかります。（今となってはすっかり忘れてましたが） 

でもそんな時いつも施設長は、そういうことではなく…というお話をされてました。 

当時は、それはそもそもできる人だったんじゃないですか？と思ってました。 

今日は本当に「施設長のおっしゃる通り！」としみじみ理解できました。 

それもこれもこの数年チャレンジでお世話になった中で〝親が知らないだけでできる力があるんだな〟と

実感できたことがたくさんあったからです。 

今もまだ「チャレンジの後の生活なんてうちの子は決められないんじゃないですか」と少しは思ってます。

でも今までのことがあるので「きっと自分で考えて決める時がくるんだろうな」とも思えるようになりまし

た（遅いですね😅） 

新たな問題や課題をイライラしながらこなす毎日ですが、今日参加させていただいて「そういえばうちの子

も、あのとき大人に見えていたチャレンジキャンパスの人にいつのまにかなれてるのかも」と改めて思えま

した。 

まだまだな親子ですが今後ともよろしくお願いします。 

本日の感想でした。  

 

 

 

 

 

今年の夏は、世界的な異常気象らしく、札幌も高温多湿な日々が続いています。皆様お元気にお過ごしで

しょうか。不定期発行の、にじいろ福祉会サポーター通信。久々となりましたが、今のチャレンジキャンパ

スさっぽろ、あとりえＣの様子をお知らせします。 

 

 

 

  

※多くの方々に、進路としてのチャレンジキャンパスさっぽろの取り組みを知っていただくために、今後も、ズ

ーム事業所説明会を続けていきたいと思います。 



労働・・畑の仕事、無人販売所 

 

 

労働の重要な仕事として、畑の仕事を続けて 11年目。畑の

仕事が、どれだけ人の成長に大きな影響があるかを学んでき

ました。学生の皆さんにとっては、毎年繰り返される仕事の一

つ一つが同じようでいて同じではない、自分の取り組み方で

大きく変わっていくことを実感したり、土の温かさを実感し

たり、その人その人に応じた感覚があるようです。皆に共通し

ているのは、畑の仕事が巧みになっていくことです。それは支

援員にも共通しています。それぞれの仕事のスタイルができ

ていき、得意なことが、出来てきます。そして、時間の感覚、

仲間とのコミュニケーション。取り上げればきりがないほど

の学習ができることを、実感しています。そして昨年から始め

たチャレンジキャンパス玄関前の無人野菜販売所。地域の

方々との交流の場になったり、おこづかいで買っていく人が

いたり。自分たちの作った物を買っていく方々の姿に、嬉しそ

うにお礼の言葉をかける学生も多いです。この販売所の収益

が、畑の工賃として配られることが、一つの励みであり、将来

の仕事でもらえるお金をイメージするきっかけにもなりまし

た。毎週月曜日か火曜日にお近くにお越しの際は小さな看板

がでていますので、よかったらご覧ください。  

チャレンジキャンパスさっぽろのプログラム「グッドライフ」では自分の生活について考えてきました。 

友人仲間、住む所、趣味、仕事この 4 つを人生の大きな柱と考えて自分の生活を自分で創っていこうと学習し

てきました。そして自分の生活の中で仕事の大切さを実感し見学を重ね、実習に向かおうということで「グッド

ライフジョブ」というプログラムが今年から始まりました。それぞれの仕事に向けての意識や希望を基にグルー

プに分かれ見学をしています。見学の回数が進む中、さっそく実習の希望が出てきています。入学の時、保護者

の方々との話の中で、先輩が自分で仕事を決めて卒業していくということに「うちは、無理だと思う・・」と心

配されるのが例年の事です。でもグッドライフジョブの授業の中では、仕事をしたい！と見学先でも驚くほど集

中力を発揮する人が現れています。もちろんまだ自分のやりたい仕事をイメージできない人もいます。それは障

がいの重さや意欲によるものではなく、人はそれぞれ考える時間に違いがあるということだと、この 12年の取

り組みで学びました。自分で選ぶ時期が必ず来ることを、どうぞ信じてご期待ください。  

グッドライフジョブ ・・・・・事業所見学、はじまっています！・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 季節ごとに行ってきた挑戦計画。コロナの時は、安全を一番に、戸

外でのウォーキングや、なるべく人込みを避けた取り組みを行ってき

ました。学生がワクワクドキドキしながら仲間と助け合って外出する

事が目的でしたが、コロナで随分と制限した活動になっていました。

そこで今年五類への移行を機に、以前のように、感染対策をしっかり

としたうえで出かけようと話し合いました。 

 春の挑戦は大通公園、円山公園、中島公園のうち、2 公園を選びお

花見をして、お店で昼食をとるという挑でした。そして夏の挑戦は、

新千歳空港に行き、昼食、そして各グループが楽しい活動を考えると

いうものでした。どちらも挑戦計画らしく沢山の失敗と笑顔で、リベ

ンジ春の挑戦やら、反省会やら沢山の楽しさと反省がありました。次

は秋の挑戦。どんなことになるのか、学生も支援員もワクワクしてい

ます。 

 

挑戦活動再開です！ 

所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出プログラムは計画を大切

にしています。下調べや話し

合いに多くの時間を使ってい

ます。 



 先日、CCS の見学依頼の電話がありました。そのお母さんとの会話の中のエピソードです。ダウン症児親の会「小

鳩会」全道大会（2015 年）で定山渓温泉に行ったとき、全道から親子がたくさん集まっている中で、目の引く集団

がいたそうです。そのお母さんはちょっと遠慮気味に「毛色の違う若い人（青年）」と表現しましたが、私もその会に

参加していたのでピーンときて、「ちょっとチャラい感じの青年たち？」というと、「そうそうその通りの人たち」と

安心したように言いました。そのお母さんは障がいを持ったダウン症の青年なのに健常の青年たちと同じように見え

て、「自分の小さい息子もこんな風に育ってくれたらいいな」と思ったそうです。それで「今何してるの」話しかけた

ら「大学生です」とこたえたそうです。障がいを持った青年が通える「大学」を探してチャレンジキャンパスさっぽろ

に行き着いたと教えてくれました。 

 私はその話を聞いて、健常の青年たちと同じように、生活の中から学び、興味関心のあることを深化させ、将来の

仕事に向けて学ぶ場がここ「チャレンジキャンパスさっぽろ」なのです。と胸を張ってお話ししました。（施設長） 

  

 

編集後記 

チャレンジフェスタを開催します！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で毎年行っていました、学習会・講演会を今年は久しぶりに開催することになりました。テー

マは「青年期に必要な学びとは？」ということでチャレンジキャンパスさっぽろの職員からチャレンジキ

ャンパスさっぽろの学びの紹介をおこない。その後、「福祉型専攻科」を日本各地に広める取り組みをな

さっている元大和大学教授小畑耕作氏の講演となっています。是非、ご参加下さい。 

 

日時  10月 14日（土）  13:30～15:30   

場所  札幌学院大学新札幌キャンパス 301教室 

参加費  無料 

  

コロナ禍で中止していました「チャレンジフェスタ」を今年は下記の通り開催いたします。これまで

は CCS 内部だけの「チャレンジマーケット」を行っていましたが、5 類に移行された今年は後援会の

皆様を始め、出身学校の先生、児童デイの方々など外部の方にもご案内して開催いたします。 

今年は学生がいろいろなお店を出し、お客様をお迎えする企画となっています。是非、御来場下さい。 

 

日時  9月 2日（土）  11:00～15:30   

場所  チャレンジキャンパスさっぽろ 1F～3F 

店名  ・キラキラスター（箸、アクセサリー） 

    ・ハワイアンショップ（ハーバリウム、コースター、レモネード） 

    ・ハッピーフレンド（ポストカード、キーホルダー） 

    ・たべもの屋（ロールケーキ、チーズケーキ） 

    ・レインボーハンディクラフト（テッシュカバー、スライム、ブックカバー、ゲーム） 

    ・あとりえドリーム（ジュースと雑貨） 

    ・施設長のやさい屋さん（CCSの畑で収穫した無農薬野菜を安く販売します） 

  

2022年のチャレンジマーケットの様子 

学習会・講演会を行います 


